

















































                                                        













ホメロス 『イリアス』 Ａ ヴェネツィア 454，10世紀  Ｂ ヴェネツィア 453，11世紀 
     『オデュッセイア』 Ｌ(4) フィレンツェ 32.24 10/11世紀 
ヘシオドス 『神統記』 Ｂ パリ suppl. gr. 663（アトスより） 11/12世紀（欠けあり） 
      『農と暦』 Ｃ パリ 2771  10世紀 
テオグニス A パリ 388  10世紀 
アイスキュロス Ｍ フィレンツェ 32.9 10世紀（960－980？） 
ソフォクレス Ｌ フィレンツェ 32.9 10世紀 
エウリピデス Ｍ ヴェネツィア 471 11世紀  Ｂ パリ 2713 11世紀 
アリストファネス Ｒ ラヴェンナ 137.4a 10世紀  Ⅴ ヴェネツィア 474  11世紀 
アポロニオス・ロディオス Ｌ フィレンツェ 32.9 10世紀 
アラトスとリュコフロン Ｍ ヴェネツィア 476 11世紀 
〔散文〕 
アテナイオス A ヴェネツィア 447 10世紀 
ルキアノス Γ ヴァティカン 90 10世紀  Ｅ 大英博物館 Harleianus 5694  10世紀 
 Φ フィレンツェConv. Soppr. 77  10世紀  Ω ヴェネツィア 840 10/11世紀  Ｌ フィレンツェ 57.51 11世紀 
 Ｓ モデナ ａ．Ｖ．8．15 11世紀  Ｂ ウィーン 123 10/11世紀  Ｕ ヴァティカン 1324 10/11世紀 
ヘロドトス  Ａ フィレンツェ 70.3 10世紀中葉  Ｂ ローマAngelicanus Augustinorum  11世紀中葉 
 Ｃ フィレンツェ suppr. 207 11世紀中葉  Ｄ ヴァティカン 2369 11世紀中後 
トゥキュディデス  Ｃ フィレンツェ 69.2  10世紀  Ａ パリ suppl.gr. 255  11-12世紀  Ｂ ヴァティカン 126 11世紀 
 Ｅ ハイデルベルク 252 11世紀  Ｆ ミュンヒェン 430 11世紀 
ポリュビオス Ａ ヴァティカン 124 10世紀 
アッピアノス Ⅴ ヴァティカン 141 11世紀 
ディオン・カッシオス Ｌ フィレンツェ 70.8 11世紀  Ｍ ヴェネツィア 395 11世紀 
ディオドロス Ｐ パトモス  10/11世紀  Ｄ ウィーン 79 11世紀   
ディオニュシオス・ハリカルナッセンシス Ａ ローマ〔キジ〕58 10世紀 
ヨセフス Ｐ ヴァティカン〔パラティヌス〕14 9/10世紀  Ａ ミラノ F. 128   11世紀 
イソクラテス Γ ヴァティカン〔ウルビノ〕111 9/10世紀  Λ ヴァティカン 65  1063年（テオドロスによる） 
デモステネス Ｓ パリ 2934  10世紀前半 Ａ ミュンヒェン 485 10世紀 Ｆ ヴェネツィア 416 10世紀 
Ｑ ヴェネツィア 418 10世紀 Ｙ パリ 2935  10/11世紀 Ｐ フィレンツェ〔プルテウス〕69.9 10/11世紀         
プラトン 
Ｂ オックスフォード〔ボドレイアン，クラーク〕39  895年 （Ⅰ‐Ⅵ） 
Ａ  パリ 1807  9/10世紀 （Ⅷ‐Ⅸ） 
O ヴァティカン 1 9/10世紀  
テオフラストス Ａ パリ 2977  10/11世紀  Ｂ パリ 1983  10世紀 
フィロン Ｒ ヴァティカン 316  ９世紀  Ｓ オックスフォード〔セルデン〕12  10世紀 
















Ｂ ヴェネツィア 201 954/5年 『カテゴリアイ』『命題論』『分析論』『トピカ』『詭弁論駁論』 
Ａ ヴァティカン〔ウルビノ〕35 9/10世紀（888-901） 『分析論』『トピカ』『詭弁論駁論』 
ｎ ミラノ L.93   9世紀 『カテゴリアイ』『命題論』『分析論』（31a18-） 
これらのうちＢ写本はエフライムという名の博識な修道士の手になる．彼が同時期，他に写したも
のとしては，上に一覧表として掲げたもののうち，ポリュビオスのA写本（947年）がある．そのほ
か，Athos Laura B 64（使徒行録と書簡）およびVatopedi 949（福音書），それにヴェネツィアのMarcianus 










・『動物生成論』Ｚ オックスフォード〔コルプス・クリスティ〕108  9/10世紀 
・『二コマコス倫理学』Ｋb フィレンツェ 81.11 10世紀 
・『政治学』Ｖm ヴァティカン 1298  10/11世紀 
・『弁論術』『詩学』Ac パリ 1741  10/11世紀 






























1開祭 2ヘクサプサルモス（詩篇） 3大連祷 4＜主は神＞ 5トロパール 6カティズマ 7小連祷 8カティズマーリオン 9
多憐歌 10復活讃歌 11昇階唱 12プロキメン 13福音朗読 14＜キリストの復活を目にして＞ 15詩篇第 50篇 16福音接吻ステ
ィヒラ 17連祷 18カーノンⅠ－Ⅲ歌 19イパーコイ 20カーノンⅣ－Ⅵ歌 21コンターク 22イコス 23カーノンⅦ・Ⅷ歌 24Ⅷ
歌カタヴァースィア前先句 25カーノンⅨ歌前讃歌 26カーノンⅨ歌 27＜主は聖＞ 28「光の歌」 29＜すべての霊は＞ 30讃美
スティヒラ（４～８） 31福音スティヒラ 32大栄唱〔週日は小栄唱〕 33〔週日は先句スティヒラ〕 34＜聖なる神＞ 35トロパ




一．「常なる初め」 二．詩篇第 103 篇 三．大連祷 四．カティズマ 五．小連祷 六．＜主よあなたに向かって＞ 七．＜主よ
あなたに向かって＞の後のスティヒラ 八．＜神の穏やかなる光＞ 九．プロキメン 十．三重連祷 十一．＜われらの主よ，この夜





計 11箇所で構成されている．その箇所とは，順に①マタイ 28.16-20 ②マルコ 16.1-8 ③マルコ 16.9-20 ④
ルカ 24.1-12 ⑤ルカ 24.12-35 ⑥ルカ 24.36-53 ⑦ヨハネ20.1-10 ⑧ヨハネ20.11-18 ⑨ヨハネ 20.19-31 ⑩ヨ




















































①開祭 ②先句＋＜キリストは復活し＞ ③大連祷 ④復活カーノンⅠ－Ⅲ歌 ⑤イパーコイ ⑥復活カーノンⅣ－Ⅵ歌 ⑦コン
ターク ⑧イコス ⑨＜キリストの復活を目にして＞ ⑩復活カーノンⅦ・Ⅷ歌 ⑪Ⅷ歌カタヴァスィア前先句 ⑫復活カーノンⅨ歌






Ⅰ開祭 Ⅱ先句＋＜キリストは復活し＞ Ⅲ大連祷 Ⅳ＜主よあなたに向かって＞ Ⅴ＜主よあなたに向かって＞の後のスティヒ













32.1－43（通常用いられない） ③サムエル記上 2.1－10 ④ハバクク書 3.2－19 ⑤イザヤ書 26.9－













































































































































































































































































































































































































































































































  朝課〔讃美スティヒラ〕 晩課〔＜主よあなたに＞後〕〔先句スティヒラ〕 
聖土曜                          土晩１×３＋先句１×１  
日曜         日朝１×４         土晩２×６       土晩２×１ 
月曜         日朝２×４        土晩３×６      土晩３×１ 
火曜         日朝３×４        土晩４×６      土晩４×１ 
水曜         日朝４×４        土晩５×６      土晩５×１ 
木曜         日朝５×４        土晩６×６      土晩６×１ 
金曜         日朝６×４        土晩８×６      土晩８×１ 
















































もの（第一の不動の動者）がある」（『形而上学』第 12 巻 1072a）．そして言わば，そもそも『形而上
学』全体の執筆目的とは，「もしなにか永遠的であり不動でありかつ離れて存するところのものが真に
存在するとすれば，これを認識することが，或る理論的な学のなすべきことであることは明白である」
（『形而上学』1026a10）と記されていることから，この「第一の不動の動者」の認識そのことにあっ
たと言えるだろう．これこそ，アリストテレスにおける「神学」の目的であった． 
ところで『形而上学』の冒頭部から中盤にかけては「実体」（ウシア）をめぐる議論が展開されて
いる．「実体というのは，他のいかなる基体〔主語〕の属性〔述語〕でもなく，それ自らが他の属性〔述
語〕の基体〔主語〕であるところのそれであった」（『形而上学』第７巻 1029a9）．そして彼は「不動
の動者」を「実体」による表現をもって言い表している．「不動の動者，これは永遠的なものであり，
実体であり，現実態である」（『形而上学』1072a）．こうして「不動の動者」は，究極の実体，すなわ
ち質料を持たない純粋形相としての実体・純粋な現実態としても措定される． 
このような「実体」概念はアリストテレスの全著作に一貫しており，そのことは全学問分野の基礎
とされる「オルガノン」において，次のようなかたちですでに認められる．「実体，それも，もっとも
厳しい意味で，第一に，なににもましてそう呼ばれる場合の実体は，ある何かが予め措定されていて，
それについて述べられるのでもなく，またある何かが予め措定されていて，それのうちにおいて有る
のでもないものであって，たとえば当のある人とか，当のある馬とかのごときである」（『カテゴリー
論』2a11-14）． 
したがってアリストテレスの体系にあっては，『自然学』を初めとした運動論系列において，「円環
運動」の惹起者として「第一の不動の動者」の存在が要請されるとともに，「オルガノン」から出発す
る実体論の系譜にあって，「不動の動者」は「究極の実体」としてその存在を予測されるものであった．
つまりダマスコのヨハネは，たとえ『形而上学』における円環運動の始動因としての「第一の不動の
動者」の記述を知らなかったとしても，実体論系列の要請による「究極の第一実体」として，他から
の説明方式を必要としない純粋形相の存在を予測しえたと考えられるのである． 
 
Ⅶ 
いま指摘した点は，先に挙げた二つの問題のうちの第一の問い，すなわち「＜不動の動者＞の表現
はビザンティン典礼のうちに何らかのかたちで求められるか」という問題への示唆を与えると思われ
る．先に「光の歌」について述べたくだりにおいて，復活週すなわち光の週には朝課での福音朗読は
なく，聖霊降臨後の年間主日において 11個の福音朗読箇所が１サイクルを形成するという点を指摘し
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た．これらの朗読箇所に関しては，非常に興味深い特徴がある．11個の朗読箇所のうちマタイ福音書
に関して，11個のうちに含まれている 28.16－20は宣教に向けての弟子の派遣を語るくだりであって，
その直前に当たる 28.1－20にイエスの復活に関する記述が含まれているという点である．このマタイ
福音書における復活の記述は，先の年間主日における福音朗読からは外されて，聖土曜日の晩課＋聖
バジル典礼の際の聖書朗読に含まれる．聖土曜日の晩課は復活徹夜祭に先立つが，この聖土曜日の夕
刻において「死」から「復活」への過ぎ越しが行われることは，晩課と聖バジル典礼の境界部にこの
マタイ 28.1－20の朗読が位置づけられ，その朗読に先立ち，司祭が式服を赤色から白色へと一変させ
るという象徴的光景によって表される．そしてその朗読に引き続き，キリストの復活を前提とする聖
体礼儀が，聖金曜日をはさんで聖土曜日夕刻に再開されるのである． 
さて，年間主日朝課における福音書朗読のサイクルは，宣教に向けての弟子の派遣を語るマタイ
28.16－20を筆頭に，それ以外はすべてイエスの復活を語る計 11個の朗読箇所でもって形成される．
復活週すなわち光の週には，朝課での福音朗読はなく，復活主日の晩課には，復活したイエスによる
弟子たちへの現われを記す「ヨハネ福音書」20.19－25が配される．それに先立つ同日の聖体礼儀は「ヨ
ハネ福音書」冒頭箇所が多言語によって朗読され，福音がすみやかに世界中に伝えられることを表す．
こうして，復活節の朝課においては，もはや復活を告げる福音書が朗読されることなく，ただ「復活
カーノン」を毎朝歌い，「復活祭のスティヒラ」を毎朝夕に朗誦し，この週を通して「８」で象徴され
る永遠的サイクルを刻んで回転する共同体がそこに現出するだけである．これはある意味で，復活を
体現するこの共同体そのものが，言わばアリストテレスの言う「第一の天界」と化す一方，その中心
に，福音書すなわち説明・記述の方式を必要とせず，永続する円環運動を生起させる「不動の動者」
の存在を現出させる，比類なき具現体であるとは考えられないだろうか． 
言うまでもなく，この「不動の動者」とは，以上のような象徴的表現から推察されるように，永遠
の生命となって復活したイエス自身である．彼はすでに普遍的存在性を獲得しているがゆえに「不動」
であり，かつ純粋形相としての現実態そのものと化した「究極の実体」に他ならない．こうしてビザ
ンティン典礼で表現された「復活のイエス」は，アリストテレス的な要請による「神」をあますとこ
ろなく成就する，いわば「ギリシア的・哲学的予型の完成者」であると言っても差し支えあるまい． 
 
Ⅷ 
ポルフュロゲネトスは，先に見たように 11 個の復活福音朗読にあわせたかたちで「光の歌」を作
成した．つまりこの 10世紀中盤には，この部分以外の朝課の枠組みがすでに完成されていたものと考
えられる．「光の週」を満たす復活のイエスは，まず「第一の天界」たる共同体に円環運動を生起させ，
次いで復活を告げる福音のかたちで年間主日における復活の寿ぎを催させる．その主日は，年間を貫
く８調のシステムによる連鎖を通じ，ひいてはすべての時間を円環運動へと招く．こうしてアリスト
テレス的天体運動論は，ビザンティン典礼のうちに一つの完成した表現を見出すことができると言え
るだろう．その祖型を完成させたのは，上述のように８世紀ごろのダマスコのヨハネであり，10世紀
のポルフュロゲネトスに到るまでに，９世紀のテオドロスらを中心としたストゥディオス修道院での
整備があったと考えられる．テオドロスらは，元来ビテュニアのサックディオン修道院に起居したが，
799 年首都に逃れ，ストゥディオス修道院に移った．テオドロスは聖画像破壊論争の中で，エルサレ
ムのサヴァ修道院を範とすべきだとの見解を抱き，エルサレム総司教にサヴァ修道院の修道士たちを
派遣するよう要請した．遡ってサヴァ修道院は，614 年ペルシアによるエルサレム略奪の後，クレタ
のアンドレアスやダマスコのヨハネ，マイユーマのコスマスらの讃歌をもとに，大幅な改革と刷新を
経験していた．それまでストゥディオスでは，典礼様式として「アコイメトイ（不眠修道士）のアコ
ルティア」と呼ばれるものが支配的であったが，これ以降サヴァ修道院の慣習を吸収し，折衷様式と
なったとされている． 
上述のように，ダマスコのヨハネにおいてアリストテレス的宇宙論を基盤にほぼ完成していたビザ
ンティン典礼の朝課構造は，それから２世紀の間に，ポルフュロゲネトスによる「光の歌」を加える
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までに至った．その過程は，文献学的検証を加味するならば，基盤となるオルガノンの論理学を核に，
百科全書主義的アリストテレス主義のかたちをとって展開するに至り，博識の修道士エフライムのよ
うな人文主義的活動を生むことになったと言えるだろう．そしてダマスコのヨハネ，ストゥディオス
のテオドロス，副助祭グレゴリオス，エフライム，ポルフュロゲネトスといった一連の人々の経験の
基層を形成したのは，アリストテレスと表裏一体となったビザンティン典礼の世界表現だったのであ
る． 
ところでアリストテレスの『カテゴリー論』には，「実体の最も固有な点は，それが同じであり数
的に一つでありながら反対のものどもを受け容れうるものであることである」（4a10）という表現が見
られる．ビザンティン典礼で表現される「復活のイエス」は，アリストテレス的な「究極の第一実体」
の条件を見事に成就するものであったが，同じくアリストテレスにより「反対のものどもを受容する」
と言われたような実体の側面をも満たしているであろうか． 
先に，一年の典礼の中で頂点に位置づけられる復活徹夜祭が，ビザンティン典礼では復活の主日の
朝課として執り行われることを記した．現行ローマ典礼では，この復活徹夜祭も聖体礼儀の形式で，
しかも多数の聖書朗読を伴って行われる．一方ビザンティン典礼では「光の週」における朝課も，一
貫して復活徹夜祭の式次第を踏襲し，聖書朗読はない． 
聖体礼儀は，ビザンティン典礼・ローマ典礼を問わず，信徒・非信徒の差異化を伴う．これは歴史
的に考えても，最後の晩餐が弟子たちという閉鎖的世界で行われたことを考えれば当然であるといえ
る．これに対して朝課は，復活という驚くべき事実が，香油を携える婦人たちから弟子たちへと伝え
られ信じられてゆくことの確認を通して，復活の生命の永遠性を寿ぐ祝いの儀礼（「シナクシス」）で
あり，そこに差異化・排除性といった側面は見られない．これはビザンティン典礼による朝課が，永
遠の生命たる復活のイエスを，いわば究極の実体としてその中心に抱くこと，そしてその復活の生命
は，無限の包容性をもって伝播し，新たな共同体を形成する生命体であることを表現したものであろ
う．したがってこの面に関しても，アリストテレス的な「実体」の理念は充分に成就されていると言
える． 
 
Ⅸ 
 以下簡潔にまとめて本報告の結論としたい．ビザンティン思想の基盤ともいえるビザンティン典礼
は，その精髄を朝課に見出す．復活のイエスをその中心に頂く朝課は，「光の週」を起点として，年間
の暦日を＜永遠の生命＞のもとに円環運動させる宇宙論的構造を呈しており，古典ギリシア的・哲学
的宇宙論を見事に成就完成させるものであった．その根底には，ダマスコのヨハネによるアリストテ
レス的運動論・実体論・神論の止揚があり，これはストゥディオス修道院のテオドロスらを経て，ポ
ルフュロゲネトスに到るまでのプロセスを歩む中で，百科全書主義的な相貌を見せるに至った．そこ
に見出されたのは，歴史を刻みつつ形成される共同体的「知」のすがたであるとともに，非差異化・
非排除性をもって無限に伝播する生命を核に形成される，真の共同体の姿であったと言えるだろう．
そこには，西方スコラ期に開花したアリストテレス主義とは大きく異なった形で，古典的英知の共同
体的成就が見られたのである． 
